
クオリスキッズぷらす 支援プログラム

～職員の質の向上～
・毎時間の振り返りに
よる認識の共有・
支援の統一

・適宜、研修への参加

～移行支援～
・保育園等の活動や行事に
合わせたフォローアップ
となる課題選定

・関係機会との連携

～地域支援・地域連携～
・法人内保育園との交流
・地域の避難場所を利用
した避難訓練

～主な行事等～
・季節行事に関連した集団活動
（季節に応じた作品作り・節分
玉投げ・絵本）

営業時間：9：00～17：00
送迎の有無：なし

～家族支援～
・毎回のフィードバック
・定期的な面接
・必要に応じた見学機会
の提供

・レスパイトのための
追加利用

～法人理念～
“Quality of Life！”

すべての人に質の高い生活を

～事業方針～

ひとりひとりの「可能性」を広げ、
「やりたい事」を見つけ出し
「自分の夢」へと繋げていける

児童発達支援事業所をめざします。
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～支援方針～
楽しむをはぐくむ

クオリスキッズぷらす 支援プログラム

健康・生活

身支度や遊びのやり取りを通して、
自分を知り、出来ることを増やし、
ADLの向上を目指していきます。

【心身の把握・生活リズムの安定・

構造化・場面転換を明確にするetc】

運動・感覚

自分の力加減や自分の身体の使い方を
知り、五感を刺激し、想像力や感性を
育んでいけるように支援します。

【集団活動：粗大運動・模倣運動・

体幹運動・感触遊びetc】

【個別活動：手先の操作・力加減の経験・      

良い姿勢への意識づけetc】 認知・行動

言語・
コミュニケーション

人間関係
・社会性

「分かる」が増え、自信を持ち、
挑戦する気持ちに働きかけていき
ます。個々の理解を把握し、理解
しやすい方法を探ります。

【物事の理解の把握と整理・ルー

ルの理解を深める経験・幅広い興

味に向けた年間プログラムetc】

関わり方を知り、他者とのやりと
りの手段を増やしていけるように、
言葉の形成と多様的な活用方法を
伝えていきます。

【気持ちの表出方法(サイン・言葉

など)の促し・相互のやりとりの経

験・発声練習etc】

他者とのやり取りの中で様々な感情を
インプットし、アウトプットする経験
となるよう、場面設定を行い、活動を
選定して提供します。

【他者との関わり方を意識した介入・

言い方、伝え方の練習・気持ちの共有、

共感・表現方法の模範etc】

※支援プログラムをもとに、年間計画を作成し、日々のねらいに反映させています。

【本人支援】

作成日：2024年6月21日
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